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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そして、光ファイバーの母材の線引き技術が発達するにつれて、生産性向上のための方
策として母材の直径を大きくしてきた。すなわち、１つの母材から最大長さの光ファイバ
ーを線引きするために大口径の母材を使用することが一般化している。しかし、母材の大
きさが増加しても、高温の光ファイバーを常温まで冷却させるのに一定の時間を必要とす
るので、光ファイバーの線引き速度は約１０００ｍｐｍ～２０００ｍｐｍ以上に増加でき
ないという問題点がある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
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